
50kg級超小型深宇宙探査技術実証機
PROCYONミッションの概要
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スケジュール

2014年4月のフライトモデルのインテグレーション開始に向けて，各機器のフライトモデルを製造中です．

☆超小型深宇宙用X帯通信系

50kg級超小型新宇宙探査機バス技術実証

　PROCYONとは，低コストで短期開発可能な超小型宇宙機で深宇宙

探査ができることを実証することを目的とし，東京大学とJAXAが

共同で開発している50kgu級の超小型深宇宙探査機です．PROCYON

の主なミッションは次の2つです．

1Wu超小型深宇宙探査機バス技術の実証

2Wu小惑星に対する超近接フライバイ撮像技術の実証

2013年9月にはやぶさ２の相乗り副衛星に選定され，

2014年12月の打ち上げを目指して開発中です．

☆PROCYONとは？

☆50kg級超小型新宇宙探査機バス技術実証とは？
　現在，バス機器全般の小型・軽量化が進み超小型深宇宙探査機

を実現するための技術は揃いつつあります．PROCYONでは深宇宙

の発電・熱制御・姿勢制御・通信・軌道制御といったバス技術の

実証を目指します．なかでも

●イオンスラスタコールドガスジェット統合型推進系

●超小型深宇宙用X帯通信系

の開発に力を入れています．

☆イオンスラスタ・コールドガスジェット統合型推進系
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PROCYONに搭載予定のイオンスラスタ

PROCYON探査機外観

uImCOUPSとは，姿勢制御iRWアンローディングfと軌道制御i高

加速度fのためのコールドガスジェット系と軌道制御用i低加速

度，高比推力fの電気推進を統合した，Xeベースの統合推進系

です．

uはやぶさ等の深宇宙探査機の通信系ともコンパチな深宇

宙用の超小型X帯通信系を開発中です．

PROCYON搭載通信系の仕様

PROCYON搭載ImCOUPSの仕様

PROCYON搭載通信系のブロック図

小惑星に対する超近接フライバイ撮像技術実証
☆小惑星接近フライバイフェーズのシナリオ ☆光学航法ののための微光天体検出

☆超近接フライバイ時の追尾システムとその制御

PROCYONの小惑星接近フライバイフェーズシナリオ

反射駆動鏡による視線変更システム

視線方向制御のフローチャート

uPROCYONでは，従来のフライバイが対象天体から高度数百キロ

を通過していたのに対し，それより一桁小さい高度わずか数十

キロまで近づく超近接フライバイを目指します．電波航法だけ

でなく光学航法により対象天体との相対位置・速度を正確に知

る必要があります．PROCYONにおける小惑星接近フライバイ

フェーズでは，電波航法と光学航法を併用する光学複合航法を

行う予定です．

u超小型衛星では搭載機器の体積・重量の制約が厳しいため，

PROCYONではこの光学航法からフライバイ撮影までを全て同一の

光学系で行わなければならず，設計上大きな工夫を必要とした

のが次の２点です．

●光学航法のための微光天体検出

●超近接フライバイ時の追尾システムとその制御

ダークノイズ除去前後の比較

　超近接フライバイ撮影を行う際，小惑星に対する距離が短く小

惑星方向の時間変化率が大きいため，探査機本体の姿勢を変更す

ることは現実的ではありません．PROCYONでは，図のように望遠鏡

の一部（駆動部）の回転角を画像フィードバックに基づいてオン

ボードで制御することにより，高速視線変更を実現します．

　視線制御は，撮影画像の輝度重心から小惑星方向と方向変化率

を推定し，そこから駆動部の目標回転角度・角速度を算出し駆動

部をフィードバック制御することで行います．

u最接近の2y3日前から光学航法を開始するには12等級相当の天体を

検出しなければなりません．この微かな光を口径50mmの小さな光学

系を用いて検出するには，長時間露光において支配的なダークノイ

ズが問題となります．

uPROCYONでは，ダーク減算という除去手法を宇宙機搭載光学系に応

用することで，図のように12等級の対象天体を検出する予定です．

左図ではノイズに埋もれていた対象天体が，ダーク減算後の右図で

は，はっきりと認識できます．
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